
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )

4 1 5

・ ・
・ ・
・ ・
・ ・
・ ・
・ ・

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

令和04年06月21日(火)

保健センター 担当係 保健指導第二係 管理番号 3351母子保健包括支援事業

健康でいきいきと暮らせるまち

健康づくりの推進

令和2年度

衛生費 保健衛生費

妊産婦、新生児、乳幼児、小・中学生、高校生

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

２．事業費（投入コスト）

区分 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事
業
費 地方債 0 0

97,981,919 92,608,293 87,809,514

母子健康包括支援セン
ター産後ケア事業

年度別計画

100,083,000 99,007,000

事務事業評価表
１．基本事項

大項目

小項目

1

本事業は、安心して子どもを産み育てることを支援するため、すべての妊産婦等に保健師等の専門職による切れ目のな
い支援を行う母子健康包括支援センターを開設した。（平成２９年７月）

担当課

県支出金 2,883,000 2,541,000 2,363,000 2,534,000 1,263,000 1,400,000

0

8,598,000

0

90,592,919

母子保健費

事務事業

1

事業概要

92,625,000

0

0

決算額

国支出金

中項目 2 健やかで元気に暮らせるまちづくり

0 0

0 0 0 0

112,406,706

4,506,000 3,265,000 2,783,000 3,826,000 6,132,000

86,802,293 82,663,514 81,136,731

単位：円

79,154,498

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

110,194,949 111,752,013

12,213,030 19,143,720

1.57 2.46 4.12 2.33 2.13

121,202,114

33,392,600

2.31

18,864,727

121,487,727

18,956,880 16,532,879

106,453,611 103,082,377

令和4年度

86,549,498

前年度決算額（円）

一般会計

目

総
合
計
画

主要プロジェクト 00000１ 出産・子育て安心ふかやプロジェクト

母子保健法　深谷市妊婦健康診査・新生児スクリーニン
グ検査助成金交付要綱
母子健康包括支援センター設置要綱　新生児・妊産婦訪
問実施要綱
産後ケア事業実施要綱

根拠法令
個別計画等

事業区分 ■ □

目的
※何のために

母子健康包括支援事業

誰もが安心して子どもを産み育てられるような環境づくりを推進するため

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

妊婦健康診査・新生児聴覚スクリーニング検査公費負担助成、マタニティ教室、妊娠８か月時電話支援、妊産婦・新生
児訪問、産後ケア事業、赤ちゃん相談、赤ちゃんサロン、小・中学校の思春期講演会への講師派遣を行う。

成果
※何を求めるか

妊娠経過の異常の早期発見、健康保持のための経済的支援と子どもを産み育てるための環境や意識が醸成される。

項

作成日

細事業名

令和3年度

事務事業を
構成する
予算事業

87,496,731 86,549,498 0

赤ちゃん相談 ＮＳＴ検査導入産後ケア
事業（アウトリーチ型）
赤ちゃんサロン

赤ちゃん相談（拡充） 新生児聴覚スクリーニン
グ検査

産婦健康診査
新生児聴覚スクリーニング
検査の助成拡大

102,623,00091,290,000 100,347,000

本事業の
主な業務

執行体制

母子健康包括支援センターの運営

妊婦健康診査公費負担助成

妊娠届出受理及び母子健康手帳交付

妊娠８か月時電話支援

マタニティ教室の開催

妊産婦・新生児訪問指導

思春期講演会への講師派遣

乳幼児観察実習の受け入れ

産後ケア事業

赤ちゃん相談、赤ちゃんサロン



実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

　

３．評価指標
目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

0

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

平成２９年度の実績から目標値を設定　/　母子包括支援事業メニュー数

事業

単
位

8 8 8 8

08 8

評価者 第一係長　石川　初恵　　第二係長　小井土　和美

区分 評価の観点 評価 評価理由

４．観点別評価

令和
4年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

令和
2年度

令和
3年度

8

8

0

1719

100

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できている
か。
・民間委託や他事業との統合・連携が可
能か。

令和4年2月から、令和4年度マタニティ教室の申込みを電子申請で実施でき
るようにした。年間21日教室の予定があるため、申請に係る事務が効率的に
実施できるようになった。

B

A

コロナ禍で全国的に出生数が減少している。深谷市でも妊産婦・新生児訪問
の件数は減少しているが、妊娠8か月時電話支援や育てにくさを感じた時、
解決方法を知っていると回答した割合は前年度より向上している。

成果

88.4

人

実績値

目標値

実績値

目標値

1938
成果指標１

成果指標２

成果指標３

評価理由・指標数値の推移
母子健康包括支援センターで妊娠期から産後間もない時期において、全ての
妊産婦の必要な支援の時期に合わせ、切れ目ない支援を実施することができ
た。

85.6 0

0

8

2263 2078 1780

7

出生数は毎年変わるので、目標値の設定はできない　/　実施人数

100 100

評価評価の観点区分

88.2 81.487.1

91 94.8

90 91

％

目標値

実績値

区分

母子健康包括支援事業メ
ニュー数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

新生児・妊産婦訪問指導実施
人数

妊娠８か月時電話支援実施率

目標値

実績値

育てにくさを感じた時、解決
方法を知っていると回答した
割合

％

　

健やか親子２１の中間評価指標を目標値としている　/　母子保健実施事業調査

92 93

実施率の向上を目指すため、目標値を設定している　/　支援人数／妊娠届出数（転出入含

93.6 93.2 95.1 0

0 100 100

目標値

実績値の算出式

86.8

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 第一係長　石川　初恵　　第二係長　小井土　和美

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動



□ ①拡充,重点化(コスト投入) □委託化等の検討

□ ②現状のまま継続 ■成果向上のための改善

■ ③見直して継続 □効率化のための改善

□ ④目的達成による終了 □事業規模の縮小

□ ⑤廃止を検討 □他の事務事業と統合

７．改善改革プラン・今後の課題

令和4年度に実施する
改善・改革案

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

令和3年度に実施したアンケート結果から、妊娠中からの支援の必要性が確認できた。また、3年間
かけて出生状況をまとめた「深谷市の低体重児の出生についての調査」の結果から、妊娠中の体重
増加についても課題がでてきたことから、令和4年度は、妊娠中期の妊婦への支援の強化を図る。

８．評価指標グラフ

母子健康包括支援センターを開設して５年目となり、母子健康包括支援センターの事業について、
アンケート調査等を実施し、今までの事業の評価や新たなニーズ等を把握していく。

６．所属長評価（今後の方向性）

５．前年度改善改革プラン達成状況

令和3年度に実施した母子包括支援センター事業のアンケートから、妊娠届
出時の個別面談や妊産婦・新生児訪問の評価が高く、妊娠から産後間もない
時期の、切れ目ない支援を実施していることで、相談できる専門職がわか
り、相談もしやすくなっていると考える。
今後も、相談・支援体制の充実を図っていきたい。

令和2年度の評価を受けて
設定した改善・改革案

達成状況及び
その効果

令和3年11月から3か月間、4か月児健診、1歳6か月児健診にてアンケート調査を実施した。全体と
して概ね「よかった」という評価が多かった。妊娠、出産、産後間もない時期の不安について、
「自分のからだのこと」が不安との回答が多くあり、産後の育児支援だけでなく、妊娠中からの支
援について、今後、検討していく。

評価者 保健センター所長　穐山　光昌

評価の内容説明

3351事務事業 母子保健包括支援事業 担当課 保健センター 担当係 保健指導第二係 管理番号

区分 活動指標１ 指標名 母子健康包括支援事業メニュー数

令和5年度以降に取り組む
改善・改革案・今後の課題

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

今後も、妊娠期から産後間もない時期までの不安や悩みの多い保護者のニーズに合わせ、相談・支
援体制の充実を図っていきたい。

区分 成果指標１ 指標名 新生児・妊産婦訪問指導実施人数

0

5

10

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

0
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平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

上記を実施するための具体的な取組内容は？


